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0最曇壌t

第
二
十
三
回

の
十
月
例
会
が
十
五
日
夜
、

大
手
町

の
婦
人
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
例
会
は
県
保
険
医
協
会
が
主
催
し
た
第
十

一
回
在
宅
医
療
経
験
交
流
会
に
合
流
す
る
形

態

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会

の
テ
ー
マ
は

『
住
民
に
役
立

つ
介
護
保
険
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
』
で
、

講
師
に
は
、
行
政
か
ら
県
高
齢
政
策
課
、
介

護
保
険
準
備
室
次
長

の
橋
本
和
博
氏
。
福
祉

か
ら
特
養
ほ
の
ぼ
の
荘
副
施
設
長
で
本
会
運

営
委
員

の
清
水
秀
夫
氏
。
在
宅
医
療

の
立
場

か
ら
高
崎
市

の
上
大
類
病
院
院
長

の
矢
島
祥

吉
氏

の
三
氏
を
迎
え
、
講
演
と
会
場
参
加
者

と
の
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
三
講
師

の
要
点
を
報
告
し
ま
す
。

る
か
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
ま
し
た
。
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本
県

の
要
介
護
者
数
は
平
成
十
二
年
に
約

四
万
人
と
見
込
ま
れ
、
六
五
歳
以
上

の

一
三

％
、
八
〇
～
八
四
歳
が
二
三
％
、
八
五
歳
以

上

で
は
四
五
％
が
要
介
護
と
予
測
さ
れ
る
。

家
庭

の
介
護
力

の
低
下
と
経
済
の
低
成
長

か
ら
の
財
源
不
足
で
国
民
医
療
費
の
適
正
化

が
求
め
ら
れ
、
社
会
保
障

の
新
た
な
枠
組
と

し
て
介
護
保
険
は
生
ま
れ
た
。
こ
の
導
入

で

従
来
と
変
わ
る
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
施
設
、
在
宅

の
福
祉
と
、
社
会
的
入
院
と

し
て
医
療

の
双
方
が
担

っ
て
き
た
高
齢
者
介

護
を
介
護
保
険
に

一
本
化
す
る
。

○
介
護

の
必
要
度
に
応
じ
ラ
ン
ク
づ
け
が
行

わ
れ
、
給
付
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
頭
う

ち
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
介
護
認
定
審
査
会
が

設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

○
介
護

の
給
付
に
つ
い
て
は
、
自
立
を
目
的

と
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
で
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
組

合
わ
せ
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
に
介
護
支

援
専
門
員
と
い
う
新
た
な
職
種
が
生
ま
れ
た
。

○
福
祉

の
支
払
い
方
法
が
変
わ
る
。
こ
れ
ま

で
福
祉
施
設
で
は
措
置
費
と
し
て
委
託
料
が

行
政
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
た
が
、
介
護
保
険

制
度
で
は
現
在
の
医
療
保
険
と
同
様
に
施
設

が
国
保
連
合
会
に
報
酬
請
求
す
る
。
国
保
連

に
は
市
町
村
か
ら
そ
の
財
源
が
振
込
ま
れ
、

市
町
村

に
は
国
、
県
か
ら
の
税
金
と
二
号
被

保
険
者

の
保
険
料
が
入
る
仕
組
み
と
な
る
。

○
在
宅
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
に
民
間
活
力
が

大
幅
に
導
入
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
在
宅

サ
ー

ビ
ス
は
市
町
村
な
ど
行
政
が
担

っ
て
き
た
。

し
か
し
今
後
は
規
制
が
と
り
払
わ
れ
、

一
般

営
利
企
業
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ま

で
、

あ
ら
ゆ
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
機
関

に
乗

り
出
し
て
貰
う
こ
と
に
な
る
。
入
所
の
施
設

サ
ー
ビ
ス
は
特
養
と
老
人
保
健
施
設
あ
わ
せ

蒻
介
護
は
ど
う
変
わ
る
ズ)ヽ
躙

橋本和博氏

り 護 の は ●
何 保 解 制 橋
が 険 説 度 本
変 に と 内 講
わ よ 介 容 師
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て
平
成
十
二
年
に
用
意
で
き
る
ベ
ッ
ド
数
は

九
千
二
百
ベ
ッ
ド
で
、
四
万
人
の
要
援
護
者

に
対
し
こ
の
数
で
は
と
う
て
い
賄
え
な
い
。

隣
組
や
地
域
社
会
の
様
々
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

提
供
機
関
に
依
拠
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。

○
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
法
が
変
わ
る
。
現
状

で

は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
市
町
村
に
申
請
し
、
そ

の
判
断
を
待

つ
の
が
方
法
だ

っ
た
が
、
介
護

保
険
で
は
保
険
料
を
納
め
て
貰
う
わ
け
で
、

そ
の
対
価
と
し
て
自
分
が
受
け
た
い
サ
ー
ビ

ス
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
条
件
整
備
は
完
全
と
は
い

え
ず
、
制
度
矛
盾
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。

靱
介
護
保
険
は
福
祉
の
終
焉
輻

ド
で
示
し
、
介
護
保
険
導
入
で
福
祉
の
理
念
、

日
標
が
後
退
す
る
、
な
ど
制
度
の
問
題
点
を

指
摘
し
ま
し
た
。
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さ
る
九
月
、
新
潟
の
精
神
病
院
で
患
者
が

拘
束
さ
れ
た
結
果
、
誤
鳴
に
よ
り
亡
く
な

っ

た
と
報
道
さ
れ
た
が
、
い
ま
だ
に
患
者
を
抑

制
、
拘
束
す
る
こ
と
に
驚
き
を
感
ず
る
。
過

去
に
福
祉
施
設
で
も
こ
う
し
た
行
為
が
問
題

視
さ
れ
た
時
代
が
あ

っ
た
が
、
こ
の
間
、
高

齢
者

の
処
遇
と
運
営
内
容
は
改
善
さ
れ

つ
つ

あ
る
。
今
回

の
介
護
保
険

の
導
入
は
、
営
利

主
義
、
競
争
原
理
で
貫
か
れ
て
お
り
、
い
ま

だ
に
存
在
す
る
こ
う
し
た
高
齢
者
の
人
権
を

無
視
し
た
行
為
が
増
え
る
結
果
と
な
る
こ
と

を
危
惧
す
る
。

介
護
保
険

の
導
入
に
よ
り
、
特
養
ホ
ー
ム

の
入
所
者
は

一
か
月
約
四
万
七
千
円
の
費
用

を
支
払
う
こ
と
に
な
る
が
、
現
在
の
負
担
額

の
倍
以
上
と
な
る
人
が
多
い
。
私
の
施
設

の

調
査
で
は
入
所
者
の
六
割
近
い
人
が
自
分
の

年
金
で
は
支
払
い
不
能
と
な
る
。
制
度
導
入

時
点
で
は
減
免
措
置
も
あ
る
が
、
将
来
は

一

定
以
上
の
所
得
が
な
い
と
特
養
入
所
の
選
択

は
で
き
な
い
。
ま
た
前
橋

・
在
宅
ケ
ア
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
の
会

の
調
査

で
は
、
施
設
か
ら
在

宅
に
迎
え
入
れ
る
家
族

の
条
件
は
極
め
て
困

難
だ
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
に
入
る
こ

と
を
家
族
が
望
ま
な
い
傾
向
は
強
く
、
施
設

の
ベ

ッ
ド
数
も
制
約
さ
れ
、
費
用
的
に
選
択

で
き
な
い
と
な
れ
ば
必
要
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
は

組
み
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
た

高
齢
者
は
介
護
保
険

で
は
救
え
な
い
こ
と
に

な
る
。

●
矢
島
講
師

証
一　
は
自
身
の
生

祥

い
立
ち
か
ら

島矢
　
医
療
福
祉
観

を
語
り
、
介

護
保
険
が
利
用
者
本
位
を
理
念
と
し
て
明
記

し
て
い
る
点
を
評
価
。
住
民
、
利
用
者
側

の

盛
り
上
り
が
大
切
と
強
調
し
ま
し
た
。
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私
は
制
度
導
入

の
段
階
で
何
か
が
解
決
す

る
と
は
思

っ
て
い
な
い
。
新
し
い
シ
ス
テ
ム

の
定
着

に
は
最
低
十
年
は
か
か
る
。
介
護
専

門
員

の
試
験
に
む
け
医
療
、
福
祉

の
領
域
を

超
え

ス
タ

ッ
フ
ら
と
勉
強
し
て
き
た
が
、
大

変
有
益
だ

っ
た
。
介
護
支
援
専
門
員
が
今
後
、

本
当

に
高
齢
者
の
く
ら
し
を
支
え
る
立
場

で

地
域

に
根
づ
い
て
仕
事
が
で
き
る
か
が
最
も

重
要
な
課
題

で
あ
る
。
こ
の
人
達
が
自
分

の

事
業
所

の
利
益
だ
け
で
動
け
ば
悲
劇
と
な
る
。

だ
か
ら
外
野

の
観
客
席
か
ら
批
判
す
る
よ
り

も
制
度

の
充
実
に
む
け
実
際
に
関
係
者
が
地

域

に
入
り
汗
を
流
す
こ
と
だ
。

ま
だ
郡
部

で
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
未
整
備

だ
が
、
住
民
自
身
が
実
態
調
査
し
た
り
、
サ
ー

ビ
ス
の
不
足
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
作
り
支
え
る

な
ど
、
や
る
べ
き
こ
と
は
沢
山
あ
る
。

清水秀夫氏

例 し 年 は ●
を た 寄 一 清
ス 介 が 人 水
ラ 護 回 の 講
イ 事 復 お 師

鰊
作 住
り民
あ が
げ 行
る政
も と
の と

も
に

魃

1高級車継、ぃっも■
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|:1蒻

餞

■
―
プ機グレ。 ||

P■ 99「 4Ξ じ
Cヽ=5,■

=i本
`彙

■1●■.'"■

Cヽ3● [,■ 本̈ ■
'1ヽ

11.o¨ 11 ‐

ゃ子
'1

機 械 警 備

ホームセキュリティー

備

　

送

警

　

輸

ユ課
　

備

代表取締役 |‖ 崎   弘

8027‐ 252‐ 5454(ftD  FAX 027… 251‐ 8388
本社 〒371-0854前橋市大渡町二丁目1番地の5



平成10年 11月 15日さ さえ あ い6)第 7号

介
護
保
険
は

「
利
用
者
本
位
」
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
基
本
理
念
と
す
る
。
利
用
者
と
と

も
に
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
は
こ
れ
ま
で
の
医
療

。
福
祉
に
は
な
か
っ

た
こ
と
だ
。
こ
の
手
法
は
欧
米

で
は
七
〇
年

代
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
も

の
だ
が
、
日
本

で

は
措
置
制
度
の
も
と
で
大
き
く
立
ち
遅
れ
て

き
た
。

特
養
は
本
来
、
要
援
護
者
が
入
所
す
べ
き

な
の
に
自
分
で
生
活
で
き
る
人
が
四
割
も
あ

る
と
い
う
。
ま
た
政
治
家
と
結
び

つ
い
た
不

祥
事
が
絶
え
な
い
。
医
療
に
お
い
て
も
サ
ー

ビ
ス
提
供
側
が
勝
手
に
需
要
を
作

っ
て
し
ま

う
状
況
が
あ
り
、
二
八
兆
円
に
も
な
る
国
民

医
療
費

の
限
界
が
み
え
て
い
る
。
こ
の
ま
ま

で
は
展
望
は
み
え
な
い
。
い
ま
大
切
な
の
は

老
後

に
対
し
ど
ん
な
シ
ス
テ
ム
が
必
要
な
の

か
を
国
民
自
身
が
考
え
る
こ
と
だ
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
側

が

一
方
的
に
決
め
る
の
で
は
な
く
、
利
用
者

と
家
族

の
意
志
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
従
来

の
シ
ス
テ
ム

か
ら
み
れ
ば
大
変
革
で
あ
り
高
く
評
価
で
き
る
。

当
面

の
課
題
は
各
分
野
を
横
断
す
る
ア
セ

ス
メ
ン
ト
様
式
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
全
国

的
に
ど
の
職
種
に
も
共
通
す
る
様
式

の
整
備

が
急
が
れ
る
。

三
氏

の
講
演
後
、
講
師
間

で
こ
れ
ま
で
の

措
置
制
度
の
評
価
、
家
族

の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

九
月
十
九
日
午
後

一
時
三
十
分
よ
り
、
中

央
公
民
館

で
第
十
七
回
運
営
委
員

・
連
絡
員

会
議
が
行
わ
れ
、
約
三
十
名
の
参
加
を
え

て

四
時
過
ぎ
ま
で
熱
心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

①
次
回
の
第
二
十
三
回
例
会

に

つ
い
て

②
医
師
部
会

の
活
動
報
告

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

（
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
）

の
説
明
会

に

つ
い
て

④
上
小
出
さ
さ
え
あ
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会

と
の
相
互
協
力

に

つ
い
て

⑤
市
民
公
開
講
座

の
お
知
ら
せ

⑥
前
橋
市
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
等
懇
談

会
委
員
の
推
薦

に

つ
い
て

と
議
事
が
進
み
、
最
後

に
事
務
局
か
ら
た
ん

の
吸
引
を
含
む
留
守
番
と
い
う
事
例
、
ま
ち

づ
く
り
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し

た
。な

お
各
会
議
や
例
会

の
開
催
日
は
二
週
間

前
ぐ
ら
い
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
今
後

の

予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
Ｈ
月
１９
日
内
第
１８
回
運
営
委
員
会

・
連
絡

員
会
議

（
１９
時
～
２‐
時
）

◆
‐２
月
１９
日
Ｕ
第
２４
回
例
会

（
‐３
時
３０
分
～
１６
時
）

◆
１
月
２‐
日
肉
第
１９
回
運
営
委
員
会

・
連
絡

員
会
議

（
１９
時
～
２‐
時
）

◆
２
月
１８
日
因
第
２５
回
例
会

（
‐９
時
～
２３
時
）

◆
３
月
１３
日
０
第
２０
回
運
営
委
員
会

・
連
絡

員
会
議

（
１３
時
３０
分
～
１６
時
）

に
対
す
る
意
識
、
介
護
度
の
変
化
に
対
応
し
　
　
　
　
本
会
会
員
の
ほ
か
市
町
村
の
職
員
な
ど
多

た
成
功
報
酬
な
ど
に
つ
い
て
議
論
。
休
憩
後
、　
　
　
様
な
職
種
の
参
加
が
あ
り
自
熱
し
た
議
論
が

参
加
者
と
の
質
疑
応
答
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

運
一営
一委
一員
会

一連
一絡
一員
一会
議

占線田邑́
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上
小
出
町
に
組
織
が
で
き
ま
し
た

会
長

小

保

方

正

作

昨
年
十
月

「上
小
出
町
在
宅
ケ
ア
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
の
会
」
の
組
織
化
を
呼
び
か
け
る
チ

ラ
シ
が
、
町
内
有
志
に
よ
っ
て
配
ら
れ
、
翌

十

一
月
十
三
日
、
町
公
民
館
で
設
立
準
備
委

員
を
選
出
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
二
月
二
十
六
日
、
設
立
総
会
を
開
催
。

会
の
名
称
は
わ
か
り
や
す
く

「
上
小
出
さ
さ

え
あ
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
」
と
決
ま
り
、

役
員
は
会
長
に
私
が
選
ば
れ
、
副
会
長
に
は

各
町
か
ら

一
人
ず

つ
の
二
人
と
、
町
外
か
ら

の
人
を
ま
と
め
る

一
人
の
計
四
人
の
女
性
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
書
記
二
人
、

会
計
二
人
を
選
び
、
さ
ら
に
相
談
役
と
し

て

現

・
元
自
治
会
長
と
民
生

・
児
童
委
員
代
表

と
緑
寿
会
長
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

二
月
の
定
例
会
で
は
、
市
社
協
職
員
か
ら

「
公
的
介
護
保
険
の
要
点
」
の
話
し
を
聞
き
、

四
月
の
定
例
会
で
は
、
前
橋
在
宅
ケ
ア
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
の
会
長
で
あ
り
、
こ
の
組
織
の
呼

び
か
け
人

で
あ
る
斎
藤
浩
ド
ク
タ
ー
か
ら

「
今
こ
そ
食
事
と
運
動
を
」
と
題
し
て
、
糖

尿
に
な
ら
な
い
日
常
生
活
に
つ
い
て
聞
き
、

車
椅
子
介
助
の
実
技
を
研
修
し
ま
し
た
。

六
月
定
例
会
は
、
会
員
の
中
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
経
験
豊
富
な
人
の
事
例
発
表
を
聞
き
、

会

の
今
後

に
つ
い
て
討
議

・
検
討
し
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
意
見
を
も
と
に
、
八
月
定
例
会

で
次

の
活
動
計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。

会
員
の
得
意
な
分
野

で
活
動
で
き
る
よ
う

に
専
門
部

に
所
属
し
て
、
町
内
在
宅

の
高
齢

者

の
要
請

に
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
話
し
相
手
ボ
ラ
　
②
草
む
し
リ
ボ
ラ

③
家
事
手
伝
い
ボ
ラ
　
④
買
物
ご

一
緒
ボ
ラ

⑤
通
院
送
迎
ボ
ラ
　
⑥
車
椅
子
介
助
ボ
ラ

⑦
配
食
ボ
ラ
　
③
入
浴
介
助
ボ
ラ
　
⑨
外
出

援
助
ボ
ラ
　
以
上
九

つ
の
専
門
部
に

一
人
が

二
つ
以
上
参
加
す
る
か
た
わ
ら
、
法
律
相
談

や
医
療
の
面
等
職
業
上
の
専
門
性
を
生
か
し

て
も
ら
う
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
③
の
入
浴
介
助
ボ
ラ
は
、
毎

週
火
曜
日
に
四
人
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
せ
き

ね
園
に
通
い
実
技
実
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

欲
張
ら
ず
気
楽
な
会
と
し
て
長
く
続
か
せ

た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

会
員
は
九
月
末
現
在
で
四
十
九
人
と
な
り

ま
し
た
。
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ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
東
地
区
会
員
三
十
人
は
、

九
月
六
日
、
上
野
村
研
修
旅
行
に
行

っ
て
き

ま
し
た
。
お
天
気
は

「
行
い
が
良

い
人

へ
の

天

の
恵
み
」
だ
と
誰
か
が
い
っ
て
い
ま
し
た
。

村
を
貫
く
道
路
は
立
派
に
舗
装
さ
れ
、
広

い
ト
ン
ネ
ル
は
、
最
近
の
村
の
激
し
い
変
化

を
暗
示
す
る
よ
う
で
し
た
が
、
折
り
重
な
る

山
々
は
、
昔
の
ま
ま
に
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

上
野
村
の
施
設
の
特
徴
は
、
日
曜
日
な

の

に
出

て
説
明
し
て
く
れ
た
役
場

の
浅
川
さ
ん

の
話
と
資
料
を
も
と
に
、
表
に
ま
と
め
ま
し

た
。
浅
川
さ
ん
の
話
ぶ
り
は
、
帰
り
の
車
中

の
反
省
会
で
も
魅
力
的
だ
と
評
判

で
し
た
。

集
合
住
宅
に
住
む
人
た
ち
は
、
至
極
自
然

に
、
日
頃

の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
反
省
の
中
で
、
私
も
こ
こ
に
住

み
た
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
今

の
と
こ
ろ
村
に
十
年
以
上
住
ま
な
け
れ
ば
叶

え
ら
れ
ぬ
と
の
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
私
た

ち

の
憩

い
の
里
を
作
る
た
め
に
何
か
を
し
た

い
と
い
う
感
想
が
、
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。

私
た
ち
の
た
め
に
バ
ス
を
出
し
て
下
さ

っ

た
栗
本
社
協
理
事
長
、
運
転
の
高
橋
さ
ん
に

感
謝
し
ま
す
。
下
見
と
、
道
中
巧
み
な
司
会

と
民
話
物
語
り
と
歌
唱
指
導
を
し
て
く
れ
た

仲
間
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
お

陰

で
貴
重
な
経
験
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
明
日
の
力

で
す
。

以
下
に
、

一
緒
に
行
か
れ
た
内
科
医
の
八

木
茂
先
生
に
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
想
を
ち
ょ
っ

と
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
（中
田
）

皆
さ
ん
も
テ
レ
ビ
報
道
な
ど
で
ご
存
じ
と

思
い
ま
す
が
、
上
野
村
の
総
合
福
祉
施
設
を

見
学
し
た
感
想
を
述

べ
た
い
と
思

い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
診
療
所
、
保

健
福
祉
施
設
、
そ
し
て
高
齢
者
集
合
住
宅
が

併
設
さ
れ
た
施
設
で
し
た
。
高
齢
者
集
合
住

宅
以
外
は
渡
り
廊
下
で
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

僻
地

で
の
福
祉
、
治
療

の
理
想
的
な
形
態

に

み
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
前
橋
市

に
あ
て
は
め
る
の
は
無
理
で
し
ょ
う
。
た
と

え
ば
、
高
齢
者
住
宅

で
す
が
、
交
通
手
段
も

な
く
近
隣

の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
も
少
な
い

た
め

の
住
宅
で
、
他
人
同
士
が
寄
り
合
い
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
入
居
中

の
方
と
お
会
い
し

ま
し
た
が
、
表
情
は
穏
や
か
で
お
互
い
に
う

ま
く
い

っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

前
橋
市

で
同
じ

レ
ベ
ル
の
集
合
住
宅
を
造

る
と
す
れ
ば
相
当
の
資
金
が
必
要

に
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
も
在
宅
ケ
ア
が
ど
う

し
て
も
必
要

で
あ
り
、
ま
た
や

っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
し
、
前
橋
在

宅
ケ
ア
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会

の
存
在

の
意
義

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

一
つ
残
念

に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

子
供
で
す
。
当
然
、
上
野
村

に
は
子
供

の
数

が
少
な
い
で
し
ょ
う
が
、
保
育
園
を
併
設
し

た
ら
と
思

い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
と

の
交
流

工
局
齢
者
は
よ
り
豊
か
で
い
き
い
き
し
た
生

活
が
で
き
た
と
思
う
し
、
子
供
た
ち
は
高
齢

者
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
な
に
か
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、

一
人
の
方
が
帰
り
の
バ
ス
の
中

で

「
高
齢
者
集
合

住
宅
は
理
想

の

一

つ
の
形
か
も
し
れ

な
い
が
、
私

は
年

を
と

っ
て

一
人

に

な

っ
て
も
隣
近
所

の
方
々
に
助
け
ら

れ

て
自

宅

で
看

取

っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
感
想
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

私
も
そ
う
思
い
ま

す
。

（
八
木
）

上野村の保健医療福祉総合施設 と事業の概要

【特徴】保健、医療、福祉サTビ スの連携を目指 して、

上野村乙父に以下の施設が隣接して設けられている。

〔人口1,703人、65歳以上人口625人 (36.7%)、 そのうち

一人暮し90人、寝たきり7人、痴呆性老人 3人 〕

(1)高齢者集合住宅『いこいの里』(集合生活居住施設)

上野村の目玉、 1室 6畳 03畳・台所、15室あり。食

堂・洗濯所・便所 0風呂場等は共用、現在15世帯16人

が生活、月2.5～ 3万円で暮らせる。ここの調理場を利

用し『配食サービス』昼食365日 実施、利用者71人、

年間延17,286食 、 1食300円、独特の保温ケース使用。

(2)保健福祉施設『 いきいきセンター』

リハビリ0検診機能を備え、快適な大浴場とサウナあ

り (入浴料 1回 100円 、土日年末年始休館)。

に)医療施設『へき地診療所』

常勤医師 1、 自治医大から3年交代、病床 6、 病診連

携は藤岡総合病院、患者 1日 約30人、送迎バスと往診。

(4)デイサービス『すこやかセンター』

事業内容は前橋と大体同じ (た だしショー トステイは

計画中)年間83人、延3,499人 が利用、利用料400円。

地区だより

行
つ

て
き
一ま
し
た
上
ヅ
．輔

東
地
区
責
任
者
　
幸

　

轟

医
　
師
　
Ａ

一一本

‐ 益
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
十
二
月

一
日
よ
り
施
行
さ
れ

ま
す
。
所
轄
庁
と
な
る
県
で
は
、
十
月
下
旬

か
ら
県
内
六
か
所
で
説
明
会
を
実
施
、
ま
た

法
人
設
立
の
認
証
申
請
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
の
条
例
の
制
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

●

Ｎ

Ｐ
Ｏ
と

は

Ｚ
ｏ
ｏ
「
ヽ
ｏ
識
一

〇

”ヽ
”
５
Ｆ
”
〓
ｏ
●

（非
営
利
組
織
）

の
略

。
行
政

、

企
業

と
並

ぶ
第

二

の
部
門
。

ボ̈
ラ
ン
テ

ィ

ア
活
動

や
市

民

活
動
等

の
社

会

貢
献
活
動
を

行

う
民
間

の
非
営
利
団
体
を
い
い
ま
す
。
非
政

府
組
織

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
捉

え

ま
す
が
、
人
権

・
環
境

。
平
和
な
ど
地
球
規

模

の
問
題

に
国
境
を
越
え
て
取
り
組
ん
で
い

る
点

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
法
人
格
を
取
得
し
て
得
ら
れ
る
メ
リ

ッ
ト

と
は

「
法
人
格
」
と
は
、
団
体
が
法
律
上
あ
た

か
も

一
人

の
人

の
よ
う
に
権
利
や
義
務

の
主

体
と
な
る
資
格

の
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、

団
体

で
事
務
所
を
借
り
る
と
か
、
銀
行
に
預

金
を
預
け
る
場
合
に
法
人
名
で
契
約
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
引
が
や
り
や

す
く
な
る
し
、
社
会
的
信
用
が
高
く
な
る
と

い
う
も
の
で
す
。
不
動
産

の
登
記
で
も
法
人

名

で
で
き
る
の
で
、
個
人
名
義
に
し
て
お
く

よ
り
後
々
の
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
ど
ん
な
団
体
が
法
人
格
を
取
得
で
き
る
の

か
一
定

の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
法
人

の

「
目
的
」
に

つ
い
て

ω
営
利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

・
・
剰
余
金

を
配
分
し
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
法
人
が

収
益
を
伴
う
活
動
を

一
切
禁
止
し
た
り
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
収
益
に

つ
い
て
は

主
た
る
目
的

で
あ
る
特
定
非
営
利
活
動

に

使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
有
償

ス
タ

ッ

フ
に
給
与
を
支
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

②
特
定
非
営
利
活
動
を
行
う
こ
と
を
主
た
る

目
的
と
す
る
こ
と

・
・
別
表

に
掲
げ
る
十

二
の
活
動
に
該
当
し
、
不
特
定
か

つ
多
数

の
者

の
利
益
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
こ
と
。
社
会

に
貢
献
す
る
活

動

で
あ

っ
て
、
自
分
た
ち

の
仲
間
内

の
利

益
を
め
ざ
す
よ
う
な
活
動
は
該
当
し
ま
せ

ん
。

②
法
人

の

「
活
動
」
に

つ
い
て
は
、
宗
教
活

動
や
政
治
上
の
主
義

の
推
進
等
を
主
た
る

目
的
と
し
な
い
こ
と
や
、
公
職

の
候
補
者

の
推
薦
や
反
対
等
を
目
的
と
し
な
い
こ
と
。

暴
力
団
も
し
く
は
暴
力
団
員

の
統
制

の
下

に
あ
る
団
体
で
は
な
い
こ
と
な
ど
の
制
限

が
あ
り
ま
す
。

③
法
人

の

「
組
織
」
に
つ
い
て

Ｕ
社
員
が
十
人
以
上
い
る
こ
と
。
社
員
と
は
、

い
わ
ゆ
る
従
業
員

の
こ
と

で
は
な
く
、
そ

の
法
人

の
構
成
員
と
し
て
、
総
会

に
お
い

て
議
決
権
を
持

つ
人

の
こ
と

で
す
。
実
際

に
は
、
正
会
員
が
こ
れ
に
相
当
す
る
場
合

が
多
く
、
単
に
対
価
を
払

っ
て
そ
の
法
人

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
の
み
で
、
運
営

に

ま

っ
た
く
か
か
わ
ら
な
い
よ
う
な
形
の
会

員
は
こ
こ
で
い
う
社
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
最
高
議
決
機
関
と
し
て
社
員

に
よ
る
総
会

を
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

０
役
員
と
し
て
理
事
三
人
以
上
、
監
事

一
人

以
上
置
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、
役
員
は
法

律
で

一
定
の
欠
格
事
由
や
親
族

の
就
任
制

限
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
役
員

の

う
ち
報
酬
を
受
け
る
者

の
数
が
、
役
員
総

数
の
三
分

の

一
以
下

で
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

●
法
人
格
を
取
得
す
る
に
は

①
法
人
設
立

の
認
証
を
所
轄
庁

（
都
道
府
県

知
事
若
し
く
は
二

つ
以
上
の
都
道
府
県
に

事
務
所
を
設
置
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
経

済
企
画
庁
長
官
）
に
申
請
し
ま
す
。
申
請

に
必
要
な
書
類
は
、
申
請
書
に
、
定
款

、

役
員
名
簿
、
社
員
名
簿
、
設
立
趣
意
書

、

設
立
者
名
簿
、
財
産
目
録
、
事
業
計
画
書
、

収
支
予
算
書
等
を
添
付
し
て
行

い
ま
す
。

②
都
道
府
県
知
事
は
、
申
請
を
受
理
後
遅
滞

な
く
広
告

。
縦
覧
し
、
理
四
か
月
以
内

（法
施
行
後
六
か
月
以
内
は
暫
定
的

に
施

行
日
か
ら
十
か
月
以
内
）
に
認
証

・
不
認

証
の
決
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
法
定
要
件
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
れ
ば
、
設
立
の
認
証
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

③
所
轄
庁
か
ら
設
立
の
認
証
を
受
け
、
法
務

局
に
登
記
を
す
る
こ
と
で
法
人
と
な
り
ま

す
。

●
法
人
と
し
て
の
義
務
等

①
毎
年
、
所
轄
庁
に
事
業
報
告
書
等

（
会
計

は
複
式
簿
記
）
を
提
出
し
そ
の
内
容
を
公

開
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

②
法
人
が
解
散
し
た
場
合
、
関
係
者

に
よ
る

残
余
財
産

の
分
配
が
で
き
な
い
制
約
が
あ

り
ま
す
。
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③
収
益
事
業
を
伴
う
場
合
の
法
人
税
及
び
地

方
税
の
負
担
が
あ
り
ま
す
。

●
寄
付
金
控
除
に
つ
い
て

特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
対
す
る
寄
付
に

つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

一
般
の
公
益
法
人

や
団
体
に
対
す
る
寄
付
と
同
様
に
扱
わ
れ
、

例
外
的
な
取
扱
い
は
な
さ
れ
ま
せ
ん
。
具
体

的
に
は
、

①
普
通
法
人
が
寄
付
し
た
場
合
は
、

一
般
寄

付
金
の
範
囲
内
で
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま

す こ 特  ②
る の に 付 個 す
こ 点 ② 金 人

°

と を に 控 が
が 含 つ 除 寄
規 め い 制 付
定 て て 度 し
さ 施 か は た
れ 行 な あ 場
て 後 り り 合
い 三 の ま は
ま 年 議 せ  ｀

す 以 論 ん 特
°

内 が  °
例

に あ   的
検 り  な
討  ｀  寄

「

… 別 表 … ― …― …― …一 …―
¨
―

¨
¬

1 保健、医療又は福祉の増進を図る

活動

2 社会教育の推進を図る活動

3 まちづ くりの推進を図る活動

4 文化、芸術又はスポーッの推進を

図る活動

5 環境の保全を図る活動

6 災害救援活動

7 地域安全活動

8 人権の擁護又は平和の推進を図る

活動

9 国際協力の活動

10 男女共同参画社会の形成の促進を

図る活動

11 子供の健全育成を図る活動

12 前各号に掲げる活動を行 う団体の

絡、助言

Ψ

一

餞
ψ

鶉
ψ

鷺
Ψ

台
風
が
逆
番
号
で
、
八
号
七
号
と
連
続
し

て
通
過
し
ま
し
た
が
、
久
し
振
り
に
天
候
が

回
復
し
た
九
月
二
十
三
日
の
秋
分
の
日
に
、

日
本
泌
尿
器
科
学
会
主
催
に
よ
る

「
介
護
と

排
尿
―
今
、
や
る
べ
き
こ
と
は
―
」
と
題
す

る
公
開
講
座
が
、
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

に
多
数
の
聴
衆
を
集
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
、
と
く
に
高
齢
者

を
介
護
す
る
上
で
、
排
尿
問
題
が
大
き
な
関

心
事
に
な

っ
て
い
ま
す
。

今
回
は

「
つ
ら
く
な
い
介
護
」
「
要
介
護

者
の
自
尊
心
の
維
持
」
「
介
護
者
と
要
介
護

者

の
人
間
関
係
」
等

に

つ

い
て
、
六
人
の
講
師

に
よ

る
講
演
と
討
論
、

つ
づ
い

て
聴
衆
者
か
ら
の
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
、
多
く

の
人

の
共
感
を
よ
び
ま
し
た
。

な
お
、
講
師
と
し
て
参
加

し

た

鈴

木

陽

子

さ

ん

翁
患
者
心
理
、
家
族
心
理

の
多
様
さ
」
に
つ
い
て
講

演
）
と
、
難
波
伸
男
さ
ん

（
「
住
宅
改
善

の

考
え
方

・
進
め
方
」
に
つ
い
て
講
演
）
の
二

人
は
当
会
の
会
員

で
、
大
変
た
め
に
な
る
お

話
を
す
る
と
共
に
、
会
の
Ｐ
Ｒ
も
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。

　

（石
澤
）

難 波 伸 男 氏

鈴 木 陽 子 氏
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・盤
一り
」出
一が
一
ｒ
た
・懇
親
会

第
二
十
二
回
例
会
は
、
八
月
二
十
二
日
０
　
　
　
話
に
花
が
咲
き
、
盛
り
上
が
り
、
有
意
義
な
　
　
　
①
ま
ち
づ
く
り
部
会

で
は
十

一
月
十
七
日
ω

午
後

一
時
か
ら
、
前
橋
市
内

の
イ
タ
リ
ア
ン
　
　
　
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。
あ

っ
と
い
う
間

に
　
　
　
午
後
七
時
か
ら
前
橋
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

料
理
店

「
ビ
ス
ト
ロ
。
メ
イ
」
に
て
開
催

さ
　
　
　
時
間
が
経
過
し
、
午
後
四
時
、
再
会
と
活
躍
　
　
　
タ
ー
で
、
前
橋
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
初
代
会

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
誓
い
あ

っ
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
長
の
岸
篤
美
氏
を
迎
え
、
暮
ら
し
や
す
く
魅

貸
切
り
の
気
や
す
さ
と
、
冷
房
が
ほ
ど
良
　
　
　
　
そ
れ
に

つ
け
て
も
、
昼
間
で
も

「
飲

み
な
　
　
　
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
語
り
合
い
ま

く
き
い
た
店
内

一
杯
に
二
十
五
名
が
参
加
し
　
　
　
が
ら
」
と
い
う
の
は
本
音
が
出

て
い
い
で
す
　
　
　
す
。
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ

斎
藤
会
長
が
爽
や
か
に
挨
拶
。
乾
杯
し
、
ぐ

っ
　
　
　
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
方
は
事
務
局
ま
で
。

と
飲
み
込
ん
だ
あ
と
、
石
澤
事
務
局
長

の
報
　
　
　
　
設
営
に
当
た

っ
た
方
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
、　
　
　
②
十
二
月
十
二
日
０
午
後

一
時
よ
り
、
市
職

告
を
聞
き
、
そ
の
後
懇
親
に
移
り
ま
し
た
。
　

　

　

参
加
し
て
く
だ
さ

っ
た
皆
さ
ん
、
ご
苦
労

さ
　
　
　
口貝
研
修
会
館
で
市
社
協

「
福
祉
バ
ザ
ー
」
が

わ】一漱刺ヽ
輸残［崚］けい州ｍ̈
潮　　　までした。　
　
（倉林）　
　
ハ紳〕
　　　猜わ［ヽ
議狩拗‐こ品一岬脚れ】い」だけ

Ｈ
Ｈ
〓
Ｈ
〓
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
〓
Ｈ
〓
Ｈ
〓
〓
Ｈ
Ｈ
Ｈ
三
Ｈ
〓
〓
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
〓
Ｈ
Ｈ
〓
〓
三
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
〓
霊
〓
Ｈ
Ｈ
Ｈ
〓
〓
Ｈ
〓
〓
Ｈ
〓
〓
Ｈ

と
い
う
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
　
　
　
泉
に
行

っ
た
と
い
う
こ
と
が
嬉
し
か

っ
た
様

時

の
こ
と
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　

　

　

で
、
家
族

の
方
達

に
も
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

旅
館
な
ど
、
お
年
寄
り
や
体

の
不
自
由
な
　
　
　
け
ま
し
た
。

一
泊

の
お
年
寄
り
に
は
長
い
旅

方
達

の
た
め
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な

っ
て
　
　
　
だ

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
良
い
思
い
出

に

在
宅
ケ
ア
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会

の
み
な
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
四
月
か
ら
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
勉
強
し
だ
し
て

栃
木
県
に
あ
る

「
の
ぞ
み
ホ
ー
ム
」
を
始
め
、

い
く

つ
か
の
所
を
見
学
に
行

っ
た
り
、
ボ

ラ

ン
テ
ィ
ア
に
入

っ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
群
馬
町
に
あ
る
稲
荷
台
ホ
ー
ム
で
、

ず

っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら
グ

ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
あ
り
方
な
ど
学
ば
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
の
ぞ
み
ホ
ー
ム
と

い

っ

し
ょ
に
痴
呆
の
老
人
を
温
泉

に

つ
れ
て
い
く

き
て
い
ま
す
　
　
　
な

っ
た
様

で
す
。

が
大
浴
場
な
　
　
　
　
私
も
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば

一
泊
く

ど
は
ま
だ
ま
　
　
　
ら
い
の
旅
も
出
来
る
ん
だ
と
家
族

の
方
と
も

だ
で
、
部
屋
　
　
　
ど
も
楽
し
ん
で
参
り
ま
し
た
。
他

の
ホ
ー
ム

に

つ
い
て
い
　
　
　
と
合
流
し
て
行
く
の
も
と
て
も
良

い
勉
強

に

る
お
風
呂

に
　
　
　
な

っ
た
し
、
こ
れ
か
ら
は
ど
ん
ど
ん
グ
ル
ー

入
ら
な
け
れ
　
　
　
プ
ホ
ー
ム
が
出
来

て
、
こ
の
様
な
交
流
も
盛

ば
な
り
ま
せ
　
　
　
ん
に
な
れ
ば
私
が
目
ざ
し
て
い
る
元
気
な
明

ん
で
し
た
。
　

　

　

る
い
老
人
が
い
っ
ぱ

い
の
世

の
中

に
な
る
こ

そ
れ
で
も
お
　
　
　
と
間
違
い
な
し
／

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

年
寄
り
は
温
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
登
坂
　
和
江
）

蟷
瞑
悛

睫

今
年
の
十
月
は
雨
が
多
く
、
倒
れ
た
ま
ま

の
稲
が
芽
を
出
す
と
い
う
現
象
が
各
地

に
見

ら
れ
、
米

の
収
穫
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
紅
葉
は
日
毎
に
す
す
み
、
各
地

の
素
晴
ら
し
い
光
景
が
毎
日
の
よ
う
に
テ
レ

ビ
で
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
朝
か
ら
抜
け
る
よ
う
な
青
空
が
広
が
っ

た
前
橋
市
内
か
ら
、
二
十
二
日
初
冠
雪
を
し

た
浅
間
山
が
く

っ
き
り
と
望
め
ま
し
た
。
さ

ら
に
前
橋
で
は
そ
の
朝
最
低
気
温
が
十

一
度

を
観
測

「
こ
の
秋

一
番

の
冷
え
込
み
に
な

っ

た
」
と
も
報
じ
て
い
ま
す
。
十

一
月
八
日
は

立
冬
。
今
後
は
さ
ら
に
気
を
引
き
締
め

て
、

冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
名
編
集
長
の
清
水
秀
夫
さ
ん
の
業

務
が
繁
忙
を
極
め
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
編

集
を
受
け
持
た
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
小
生

で
す
が
、
浅
学
非
才
、
し
か
も
編
集
経
験
ゼ

ロ
で
、
毎
日
思
い
悩
ん
で
い
る
う
ち
に
、
本

号
の
発
行
が
こ
ん
な
に
遅
れ
、
皆
さ
ん
に
大

変
申
し
訳
な
く
、
反
省
し
き
り
で
す
。

し
か
し
、
や
る
気
十
分

の
登
坂
和
江
さ
ん

と
中
原
美
江
さ
ん
の
両
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
編

集
に
加
わ
り
、
意
欲
的
な
取
り
組
み
を
見
せ

て
い
る
の
で
、
諸
先
輩
や
事
務
局
、
さ
ら
に

関
係
者

の
強
力
な
ご
指
導
を
頂

き
な
が

ら

「
も
う

一
度
真
剣

に
取
り
組

み
た

い
」
と
決

意
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
　

　

　

　

（
倉
林
幸
道
）

プ
ホ
ー
ム


